
　１．北海道（地域別調査機関：株式会社北海道二十一世紀総合研究所）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・冬の恒例のイベント期間中に、ちょうど寒波が訪れたた
め、売上は前年比95.9％とやや数字を落としたが、今年は
雪解けが早いことから、月を通して来客数が大きく落ち込
むことはなかった。全体的には景気は良くなっている。

○

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・北海道胆振東部地震後の外国人観光客が回復基調にあ
る。特に韓国や中国からの観光客の伸びが目立っている。
また、国内客も北海道ふっこう割などの政策が下支えして
いることで人数自体は増えている。ただ、国内客の客単価
がやや落ちていることが気掛かりである。

○

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・天候の影響で２月上旬は来客数がマイナス傾向であった
が、中旬以降は盛り返しており、月全体の来客数、買上客
数は共に前年を上回った。それに伴って売上も前年比プラ
スで推移している。

○

百貨店（営業販
促担当）

販売量の動き ・前月までは来客数が前年を上回っても買上客数がマイナ
ス傾向であったが、２月に入ってからは来客数、買上客数
が共にプラスとなっている。これまで苦戦していた衣料品
も春物商材を中心に動きが良くなっている。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・２月の売上は天候に左右されやすいが、今年は来客数が
上向き傾向にある。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・半径１キロ以内の競合店が閉店したため、売上が前年比
で８％ほど伸びている。

○

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・自動車関連諸税の見直しに加えて、10月からの消費税増
税が予定されていること、新型車の情報が出てきているこ
となどから、土日の来客数が増加している。それに伴い受
注量も増えている。

○

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・３～４月にかけてのエコカー減税の廃止、10月からの消
費税増税などの影響で消費が若干前倒しになってきてい
る。

○

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・前年９月から続く、北海道胆振東部地震の風評被害から
外国人観光客はマイナス基調で推移しているが、北海道
ふっこう割の効果やＷｅｂでの個人客予約が好調なことか
ら、全体ではプラス傾向にある。

○

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・２月は天候が安定していたことから、流氷観光を始めと
した冬季観光において、外国人観光客も含めて、多くの観
光客が訪れている。各観光地からも外国人観光客が増加し
ているとの話が聞こえてくる。欧米からのバードウォッチ
ングツアーも周辺各地で活発に動いている。

○

タクシー運転手 販売量の動き ・当社の営業実績が前年から７％程度増加していることか
ら、少しではあるが消費意欲が上向いてきていることがう
かがえる。

○

タクシー運転手 単価の動き ・タクシーの稼働状況をみると、乗務員不足の影響で延べ
台数は減っているが、１台当たりの稼働率が上昇してい
る。全体的にみてもタクシーの稼働状況は上向いてきてい
る。

○

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・北海道ふっこう割を利用したツアー客増加といった後押
しもあり、３か月前から利用客数が前年を上回って推移し
ている。２月は冷え込みの厳しい日もあったが、雪の量が
それほど多くなかったこともプラスであった。

○

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・例年と比較して天候が安定していることから、フェリー
の欠航回数が減少しており、景気はやや良くなっている。

家計
動向
関連

(北海道)



□
商店街（代表
者）

単価の動き ・客と会話していても、景気は変わらないと話す客が多
い。

□

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今年の冬は異常に寒かったこともあり、家から出ない人
が続出している。そのため、百貨店、飲食店、飲み屋など
の売上が非常に悪い。

□

一般小売店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・２月は客先の中でも、スナックなどの売上が極めて良く
ない状況にある。そのため、当店の売上も日中はまずまず
だが、夜間が良くない。

□
百貨店（役員） 来客数の動き ・前月に周辺のライバル店が閉店した影響もあり、２月は

売上が良かった。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・足元の売上状況をみると、買上点数や客単価は前年とほ
ぼ横ばいだが、専門店を含めた店舗全体の来客数が減少し
ている。近隣の低価格店との競合が大きく影響している。

□

スーパー（役
員）

来客数の動き ・当地域の累計降雪量は例年と比べると少ないが、１月中
旬以降の積雪で道路幅員が減少しており、客が買物に行き
づらくなっている。また、雪かきなどの作業が増えている
こともマイナスとなり、来客数は前年比で約２％減少して
いる。一方、野菜類の相場が低めで推移していることで商
品単価が低下しているが、客単価が落ち込むなどの影響は
みられない。

□

スーパー（役
員）

それ以外 ・駅前の老舗百貨店が閉店したが、その分、どこかの景気
が良くなったという話が聞こえてこない。老舗百貨店の閉
店に伴い、地域全体の景気が悪くなっている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が前年と横ばいで推移しているなど、変化がみら
れない。

□
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数の前年割れが続いているため、景気は変わらな
い。

□

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・２月に実施したイベントでは前年以上の売上がみられた
ものの、月全体では前年を下回った。特に独り立ちセッ
ト、冷蔵庫、洗濯機などの売上が伸びなかった。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・来客数、販売量共に増加傾向がみられず、不安定な動き
となっている。この先への期待も持てない。

□
乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・春先需要の増えてくる時期であるが、３か月前と比較し
て、それほど来客数が伸びていない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・客や商材に特別な動きがみられないため、景気は変わら
ない。

□

自動車備品販売
店（店長）

来客数の動き ・売上は季節や時期にも左右されるため、一概にはいえな
いが、前年や一昨年と比べても数字自体に余り変化がみら
れない。インターネット販売が増えていること、国外製品
が多く出回っていることから、商材の価格を比較した上で
安い商材を買い求める客が増えている。

□

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

販売量の動き ・温暖化のせいなのか天候が不安定である。来客数の動き
をみても、例年にないほどの影響が生じている。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・石油製品価格が安定していることから、景気は変わらな
い。

□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・週末はオープンと同時にほぼ満席となり、午後２時頃ま
で満席が続く。例年、この時期は地元客から観光客まで幅
広い年齢層の客が来店するが、今年はピークタイムの混雑
を避けて来店する子供連れの家族やお茶をしながら会話を
楽しむ客が目立つ。午後３～５時の客が増えていることも
あり、売上は前年から28％の増加となった。



□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・２月は冬の恒例のイベントがあったことで、外国人観光
客の入込が良く、その後も活況を呈した。しかし、20日過
ぎからは、昼夜共に売上がダウンし、月全体の売上は前年
並みとなった。この時期は天候や雪の解け具合がランチの
客足に影響することが多い。

□

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・北海道ふっこう割の効果も一巡して国内客の伸びが鈍化
している。一方、外国人観光客は冬の恒例イベントと春節
が重なったことで需要が集中し、機会ロスが生じた。

□
旅行代理店（従
業員）

競争相手の様子 ・同業者も含めて、売上が前年を上回らない傾向が出てき
ている。

□
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・来客数、客単価共に変化がみられない。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・２月も前月までと同じように、タクシー１台当たりの売
上は５％ほどプラスになっているが、乗務員不足で稼働率
が悪く、会社の売上は４％のマイナスとなった。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・スキー場への送迎のオーダーは微増だった。観光客の
オーダーが減少したが、イベント関係のオーダーが微増と
なり、結果的に余り変化のない状況であった。

□

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・競合他社からの流入が増えている反面、流出も同様に増
えており、通信サービスの契約者は微増傾向にとどまって
いる。

□

美容室（経営
者）

来客数の動き ・２月上旬に記録的寒波が当地上空に居座ったことで、か
なりの来客数の減少がみられた。ただ、20日以降は来客数
が増加したことで、結果的に前年並みの来客数及び売上と
なった。

□
美容室（経営
者）

販売量の動き ・この３か月間、売上がほとんど変わらないまま推移して
いる。

□

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・住宅市場においては、消費税増税を前にして駆け込み需
要が生じることを期待していたが、政府の消費税増税対策
が複雑になったことで駆け込み需要がみられない。

□

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・分譲マンションのモデルルームへの来訪客の多くは、分
譲マンション購入の際の消費税増税の影響を熟慮してお
り、買い急ぐ客が余りみられない。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・積雪が例年以上に多く、道路事情が悪いこともあり、客
にとって外出しづらい状況が続いている。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・来街者が例年以上に減少している。区域内の駐車場にお
ける平日の駐車状況が平均して３～４割程度にとどまって
いたほか、区域内に４か所あるバス停のバス待ち客も１路
線当たり２～３人しか確認できなかった。また、カラオケ
などの遊戯施設に立ち寄る来街者もふだんより少なく、ほ
とんどの業種の店舗が不振であった。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・例年と同様に２月の売上が非常に悪かった。

▲

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・食品などは前年と変わらない動きになっているが、特選
品や宝飾品、時計などの高額商材の動きが悪い。また、春
節と冬の恒例イベントの開催時期が重なったことで、２月
中旬以降の外国人観光客の動きも悪くなっている。

▲

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・フレッシャーズの時期に入り、スーツ一式を購入する客
がメインになる時期だが、今年は例年よりも金額にシビア
な客が多く、関連商材の販売が難しくなっている。

▲

タクシー運転手 単価の動き ・依然として厳しい状況が続いている。景気が上向くよう
な傾向がみられず、むしろ月を増すごとに前年実績からの
落ち込み幅が大きくなっている。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・来客数が減少している。



×

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・来客数の減少幅と比べて売上の減少幅が大きくなってい
る。たばこなど、し好品の落ち込み幅が大きいことから、
お金に余裕のない客が増えている。

×
タクシー運転手 販売量の動き ・季節的な要因で客のタクシー利用が鈍化している。さら

に、消費税増税の動きが追い打ちをかけている。

◎

その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・様々な需要が生じており、予測を上回る成果となる状況
が続いている。特に省力、省エネ、省人関連製品の売上が
増えている。ただ、手作業工具製品などはさほど売上に貢
献していない。

○

建設業（従業
員）

競争相手の様子 ・年度末補正で建築小規模改修工事の発注が続いている。
ただ、配置する技術者が不足していることで辞退するケー
スも多い。

○

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・春節期間における外国人観光客の入込数が前年を上回る
見込みであり、外国人観光客の消費も上向いていることか
ら、北海道胆振東部地震の悪影響は払拭されたとみられ
る。個人消費も底堅く推移しており、道内景気は３か月前
と比べてやや良くなっている。

□

建設業（役員） 受注量や販売量
の動き

・年度末を控えて、受注工事の大半が完工期を迎えてい
る。年度計画を上回る完工高と利益が確定している状況に
変わりはない。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先の受注実績や今後の計画などから、景況感は３か
月前と同水準のやや良い状況を保っている。

□

司法書士 取引先の様子 ・冬期という季節的な要因もあり、例年と同様に大きな動
きはみられない。不動産取引や建物建築についても、景気
が上向き傾向にあるとはいえない。

□

司法書士 取引先の様子 ・冬期ということも影響しているが、依然として景気回復
の兆しがみられない。不動産取引も低調であり、契約締結
まで進むことが難しい状況にある。

□
コピーサービス
業（従業員）

取引先の様子 ・客先からは非常に慎重な発言が多く、設備投資を控えて
いる様子がうかがえる。

□

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず売上が前年並みで推移している。

▲
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比較すると、売上が１割以上減っている。前
年と比べても若干の落ち込みがみられる。

▲
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・２月の販売量は前年比マイナス３％であり、３か月前の
11月の前年比マイナス２％を下回った。

▲

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・個人消費のマインドが全体的に落ちており、小売店など
への販売が精彩を欠いている。東京オリンピックに向けて
の問合せはみられるものの、具体的な受注には至っていな
い。

▲

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新年度に向けての案件の動きが鈍い。

× － － －

◎ － － －

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・引き続き求人が増加傾向にある。１～２月でみると前年
から７割の増加となっており、企業の求人意欲がいまだ高
いことがうかがえる。求人内容としては売上にからむ営業
求人、業績の管理・分析を行う経理・総務系の求人が多
く、経営者の前向きさが読み取れる。また、ある販売系企
業の担当者からは、営業のできる人材がいれば売上を更に
増やせるとの強気な意見も聞かれる。

○

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・２月初旬の当地恒例の冬の一大イベントと春節が同時期
だったこともあり、過去60年で２番目に多い98万人が来場
するなど、海外からの個人旅行客を中心に大いに盛り上
がった。交通機関やホテル、タクシーなどはその恩恵を受
けることができたようである。

企業
動向
関連

(北海道)

雇用
関連

(北海道)



□

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・２月後半から求人数が若干増加している。ただ、これが
季節要因によるものなのか、景況感の改善によるものなの
かは、もう少し様子をみなければ分からない。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・建設や医療、介護の求人は人手不足を背景に堅調に推移
している。また、２月は冬の恒例イベントの影響もあり、
外国人観光客対応の必要なホテルや小売店などからの求人
も多くみられた。一方、スーパーやファッション関連、生
活関連サービスからの求人は大きく減少した。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・サービス業などにおいて採用が順調に進まない状況がみ
られる。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・月間有効求人数が５か月連続で前年を下回ったが、月間
有効求職者数が７年３か月連続で前年を下回ったことか
ら、有効求人倍率は1.11倍ととなり、８年11か月連続で前
年を上回った。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・１月の有効求人倍率は1.16倍であり、前年を0.08ポイン
ト上回るなど、引き続き高い水準で推移している。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人数が５か月連続で減少しているものの、減少幅
は縮小している。ただ、建設業、医療・福祉などの人手不
足分野における専門的・技術的職業の正社員割合に大きな
変化はみられず、未充足による更新求人の割合の高い状況
が続いている。

□

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・４日間の日程で開催した学内合同会社説明会に来校した
各企業の採用担当者によると、観光業、百貨店、ドラッグ
ストア、大型家電量販店などの売上に大きな変動はみられ
ず、順調に推移しているようである。ただし、新卒社員の
定着率の低さから、人手不足への不安を感じているようで
あり、３～４月も学生の売手市場は従前どおり続くことに
なる。

▲

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・取引先の飲食業界によると、北海道胆振東部地震後の自
粛ムードは緩和されてきている。ただ、2018年12月こそ集
客、売上が良かったが、１月は日並びが良くなかったこと
もあり、状況が悪くなっており、その後も改善の動きがみ
られない。消費税増税を控えていることもあり、これから
景気が上向くような要因も少ない。

× － － －


